
2016年の新春を迎えて
八峰町長　加　藤　和　夫
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工
事
も
予
定
通
り
進
捗
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
「
八
峰
中
学
校
」
と
「
峰
浜
小
学

校
」
が
無
事
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
よ
う
万

全
を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

す
で
に
「
八
森
中
学
校
」
と
「
塙
川
小

学
校
」
で
は
閉
校
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

地
域
の
学
校
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
町
民
の

心
情
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
児
童
・
生
徒

の
教
育
環
境
を
し
っ
か
り
整
え
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
行
財
政
基
盤
の
確
立
で

あ
り
ま
す
。
現
在
、
財
政
健
全
化
指
標
は

す
べ
て
健
全
域
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
合
併
特
例
措
置
が
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
、

厳
し
く
な
り
ま
す
。

　

事
務
事
業
の
重
点
化
、
効
率
化
等
見
直

し
を
図
り
な
が
ら
、
人
口
減
少
時
代
に
対

応
し
た
行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
の
他
に
も
数
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
今
年
も
町
民
の
皆
様
と
協
働
で
住

み
よ
い
町
づ
く
り
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

特
に
、
総
合
戦
略
で
第
一
の
課
題
で
あ

り
ま
す
産
業
振
興
と
雇
用
拡
大
に
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
で
は
、
新
規
就
農
者
の
増
加
が
あ

る
も
の
の
平
成
三
十
年
の
生
産
調
整
廃
止

や
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
し
た
担
い
手

へ
の
土
地
集
積
、
主
食
用
米
か
ら
の
転
換
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
妥
結
に
伴
う
今
後
の
影
響
へ

の
対
処
等
新
農
業
政
策
を
見
越
し
た
対
応

を
重
点
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
県
と
の
協
議
を
進
め
て
お
り
ま

す
「
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
纏
ま
れ
ば
菌
床
椎
茸
栽
培
の
拡
大
に
繋

が
り
、
雇
用
に
も
資
す
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

漁
業
で
は
、
漁
獲
の
減
少
や
魚
価
の
低

迷
等
の
厳
し
さ
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、

資
源
回
復
に
む
け
た
放
流
事
業
や
海
の
環

境
を
整
え
る
施
策
、
付
加
価
値
化
等
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
商
工
業
が
力
強
さ
を
増
し

て
雇
用
拡
大
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
町
も
こ
れ
ま
で
の
支
援

策
を
検
証
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
施
策
を

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
に
、
学
校
統
合
に
向
け
て
校
舎

の
改
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
作
況
「
や
や
良
」
と
な
っ
た

米
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
は
平
年
並
み

を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

季
節
ハ
タ
ハ
タ
漁
は
、
漁
獲
枠
に
達
し

た
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
漁
獲
高
は
前
年

を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
三
月
二
十
七
日
に

八
峰
町
誕
生
か
ら
満
十
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
様
々
な
記
念
行
事
を
行
い
ま
し
た
が
、

町
民
皆
様
の
ご
協
力
で
滞
り
な
く
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
新
年
を
迎
え
て
、
今
年
も
町
政

課
題
の
進
展
に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
新
年
度
か
ら
始
ま
る
今
後
十
年

間
の
指
針
と
な
る
「
総
合
振
興
計
画
」
を

基
に
し
た
施
策
を
着
実
に
実
行
に
移
し
て

い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
国
の
地
方
創
生
政
策
に
合
わ
せ

て
策
定
し
た
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

基
づ
い
た
事
業
を
実
施
し
な
が
ら
今
後
五

年
間
で
推
測
さ
れ
て
い
る
将
来
人
口
を
上

回
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１
月
５
日
、
八
峰
町
消
防
出
初
式
が
行

わ
れ
、
町
内
16
分
団
の
団
員
ら
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
団
員
た
ち
は
秋
田
銀
行
八
森

支
店
前
で
分
列
行
進
を
行
い
、
町
長
ら
の

観
閲
を
受
け
た
あ
と
、
フ
ァ
ガ
ス
で
行
わ

れ
た
式
典
に
出
席
。
式
典
で
は
、
加
藤
町

長
が
式
辞
を
述
べ
、
本
多
団
長
と
佐
藤
八

峰
消
防
署
長
が
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
長
年
消
防
団
員
と
し
て
功
績

の
あ
っ
た
方
々
や
消
防
協
力
者
に
表
彰
状

や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を

代
表
し
、
第
１
分
団
の
副
分
団
長
鈴
木
英

実
さ
ん
が
謝
辞

を
述
べ
、
最
後

は
団
員
全
員
で

万
歳
を
三
唱

し
、
無
事
故
、

無
火
災
を
誓
い

ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
（々
敬
称
略
）

●
秋
田
県
知
事
表
彰

【
有
功
章
】

第
１
分
団
　
副
分
団
長
　
鈴
木
　
英
実

第
７
分
団
　
班
　
　
　
長
　
神
馬
　
秋
雄

第
15
分
団
　
班
　
　
　
長
　
平
沢
　
金
義

【
永
年
勤
続
章（
35
年
以
上
）】

本
部
分
団
　
分
　
団
　
長
　
諸
澤
　
達
雄

【
永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
）】

本
部
分
団
　
副
分
団
長
　
金
谷
　
弘
美

本
部
分
団
　
団
　
　
　
員
　
鈴
木
　
清
美

【
永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
）】

本
部
分
団
　
団
　
　
　
員
　
日
沼
　
克
文

第
８
分
団
　
副
分
団
長
　
後
藤
　
　
誠

第
10
分
団
　
班
　
　
　
長
　
小
林
　
雅
丈

第
12
分
団
　
班
　
　
　
長
　
諸
澤
　
英
紀

第
13
分
団
　
分
　
団
　
長
　
茂
内
　
　
章

第
14
分
団
　
分
　
団
　
長
　
畠
山
　
昭
治

第
15
分
団
　
団
　
　
　
員
　
井
川
　
友
之

【
永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
）】

第
１
分
団
　
班
　
　
　
長
　
田
村
　
栄
章

第
１
分
団
　
班
　
　
　
長
　
工
藤
　
清
孝

第
１
分
団
　
班
　
　
　
長
　
金
谷
　
知
明

第
３
分
団
　
分
　
団
　
長
　
若
狹
　
武
彦

第
４
分
団
　
副
分
団
長
　
塚
本
　
　
覚

第
９
分
団
　
団
　
　
　
員
　
金
田
　
　
仁

●
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章（
10
年
勤
続
）】

第
２
分
団
　
塚
本
一
也
、
第
３
分
団
　
小

林
泰
樹
、
第
５
分
団
　
米
森
大
、
第
７
分

団
　
神
馬
正
志
、
第
８
分
団
　
川
村
裕

作
、
第
15
分
団
　
須
藤
征
得

●
秋
田
県
消
防
協
会

能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

【
勤
続
章（
７
年
以
上
）】

第
１
分
団
　
長
門
正
春
、
第
１
分
団
　
鈴

木
達
夫
、
第
１
分
団
　
武
内
徹
、
第
３
分

団
　
小
林
慶
信
、
第
５
分
団
　
福
田
優
、

第
９
分
団
　
菊
地
憲
一
、
第
９
分
団
　
菊

地
和
幸
、
第
９
分
団
　
伊
藤
真
怜
、
第
10

分
団
　
須
藤
宰
、
第
11
分
団
　
伊
藤
一

八
、
第
12
分
団
　
白
木
幸
典
、
第
14
分
団

門
脇
孝
二
、
第
15
分
団
　
鈴
木
喜
美
夫
、

第
15
分
団
　
三
輪
浩
二

●
八
峰
町
長
表
彰

【
５
年
精
勤
章
】

第
４
分
団
　
芹
田
秀
樹
、
第
４
分
団
　
芹

田
雄
太
、
第
５
分
団
　
福
田
稔
、
第
５
分

団
　
田
中
税
、
第
５
分
団
　
川
尻
和
昌
、

第
５
分
団
　
伊
勢
隼
人
、
第
６
分
団
　
今

井
智
裕
、
第
９
分
団
　
小
林
尚
平
、
第
９

分
団
　
笠
原
大
輔
、
第
10
分
団
　
佐
々
木

浩
平
、
第
12
分
団
　
鎌
田
陽
平
、
第
12
分

団
　
大
高
文
恵
、
第
12
分
団
　
斎
藤
一

心
、
第
13
分
団
　
日
沼
圭
佑
、
第
13
分
団

菊
地
歩
美
、
第
13
分
団
　
佐
々
木
書
知
、

第
15
分
団
　
永
野
翔
悟
、
第
15
分
団
　
須

藤
広
洋
、
第
15
分
団
　
金
谷
洋
平
、
第
15

分
団
　
岩
城
一
馬
、
第
15
分
団
　
須
藤
翔

也
、
第
15
分
団
　
三
輪
健

【
３
年
精
勤
章
】

第
２
分
団
　
内
藤
悟
、
第
２
分
団
　
小
林

純
一
、
第
５
分
団
　
佐
々
木
隆
史
、
第
14

分
団
　
安
井
卓
美

●
少
年
警
火
団
に
対
す
る
記
念
品
授
与

及
び
感
謝
の
言
葉

水
沢
小
学
校
区
　
水
沢
小
学
校
警
火
団

塙
川
小
学
校
区
　
塙
川
小
学
校
警
火
団

八
森
小
学
校
区
　
八
森
小
学
校
警
火
団

八
峰
町
消
防
出
初
式


